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催
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に
続
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校
生
議
会
を
開
催

　
      ▶14

そ
こ
が
き
き
た
い
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年

(平
成

30
年
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31日
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月
定
例
会

や
さ
し
い
ま
ち
に
、
な
り
た
い
。
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議
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▶
ホ
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現
在
、
本
市
の
国
民
健

康
保
険
に
お
い
て
は
、
年

々
医
療
費
が
増
大
し
、
歳

出
と
歳
入
に
多
額
の
隔
た

り
が
生
じ
て
お
り
、
そ
の

不
足
分
を
一
般
会
計
か
ら

の
法
定
外
そ
の
他
繰
入
金

に
よ
り
補
っ
て
い
る
状
況

が
続
い
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
財
政
状
況

の
下
、
平
成
30
年
度
か
ら

国
民
健
康
保
険
制
度
は
広

域
化
さ
れ
、
県
と
共
同
運

営
と
な
り
、
県
は
財
政
運

営
の
責
任
主
体
と
な
り
、

医
療
給
付
に
必
要
な
資
金

を
市
町
村
に
交
付
し
ま
す
。

一
方
、
市
は
保
険
税
を
賦

課
徴
収
し
、
県
が
算
定
す

る
国
保
事
業
納
付
金
を
県

に
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
ま
た
、
広
域
化
に
際

し
て
は
国
の
基
本
方
針
と

し
て
、
法
定
外
そ
の
他
繰

入
金
に
つ
い
て
は
、
削
減
・

解
消
し
て
い
く
こ
と
も
求

め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。こ

れ
ら
の
状
況
を
踏
ま

え
、
戸
田
市
国
民
健
康
保

険
運
営
協
議
会
か
ら
、
今

後
の
本
市
の
国
民
健
康
保

険
税
の
在
り
方
に
つ
い
て

提
出
さ
れ
た
答
申
に
基
づ

き
、
戸
田
市
国
民
健
康
保

険
税
の
改
正
を
提
案
す
る

も
の
で
す
。

改
正
内
容
は
、
基
礎
課

税
分
、
後
期
高
齢
者
支
援

金
等
分
、
介
護
納
付
金
分

12
月
定
例
会
は
11
月
22
日
か
ら
12
月
15
日
ま
で
の
24
日

間
の
会
期
で
開
か
れ
、
提
出
さ
れ
た
27
件
の
議
案
等
を
、

い
ず
れ
も
可
決
・
同
意
し
ま
し
た
。
本
会
議
で
は
、
４
議

案
に
対
し
延
べ
８
人
の
議
員
が
質
疑
し
、
議
案
１
件
お
よ

び
請
願
１
件
に
対
し
、
延
べ
４
人
の
議
員
が
討
論
を
行
い

ま
し
た
。

に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
、

所
得
割
率
、
均
等
割
額
、

賦
課
限
度
額
の
引
き
上
げ

を
行
う
も
の
で
、
今
回
の

改
正
に
よ
り
、
本
市
の
試

算
に
お
け
る
１
人
当
た
り

の
保
険
税
調
定
額
は
、
年

額
平
均
で
１
万
３
７
６
０

円
の
増
額
が
見
込
ま
れ
る

と
こ
ろ
で
す
。

改
正
条
例
の
施
行
期
日

は
平
成
30
年
４
月
１
日
で

す
。

質　
疑

Ｑ

成
30
年
度
の
被
保

険
者
数
お
よ
び
法

定
外
繰
入
額
の
見
込
み

は
。

Ａ
　
一
般
被
保
険
者
数
を
、

県
の
第
３
回
目
試
算
で

は
３
万
７
８
４
人
で
見

込
ん
で
お
り
、
第
４
回

目
の
試
算
で
は
、
平
成

30
年
度
推
計
と
な
り
、

２
万
８
８
４
５
人
で
、

３
回
目
試
算
と
比
較
し

１
９
３
９
人
の
減
少
が

見
込
ま
れ
て
い
る
。

　
　

法
定
外
繰
入
額
の
見

込
み
に
つ
い
て
は
、
税

率
の
改
定
、
被
保
険
者

数
の
減
少
、
お
よ
び
そ

れ
に
伴
う
医
療
費
総
額

の
減
少
、
公
費
等
に
よ

り
、
平
成
30
年
度
は
12

億
円
程
度
の
法
定
外
繰

り
入
れ
が
見
込
ま
れ
る
。

平
成
29
年
度
の
決
算
見

込
み
が
17
億
５
千
万
円

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
約

５
億
５
千
万
円
程
度
の

減
額
と
算
出
し
て
い
る
。

《
結
果
》
原
案
可
決

（
賛
成 

21 

対 

反
対 

４)

荒
川
水
循
環
セ
ン
タ
ー

上
部
公
園
の
全
面
供
用
開

始
に
伴
い
、
新
た
に
設
置

す
る
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
を

有
料
の
公
園
施
設
と
し
て

位
置
付
け
る
た
め
改
正
す

る
も
の
で
、
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
場
は「
１
回
３
０
０
円
」、

「
半
日
５
０
０
円
」、「
１
日

９
０
０
円
」、
付
属
設
備
と

し
て
「
シ
ャ
ワ
ー
室
１
回

１
０
０
円
」、「
更
衣
ロ
ッ

カ
ー
１
個
10
円
」
を
加
え

る
も
の
で
す
。

施
行
は
、
平
成
30
年
４

月
１
日
か
ら
で
す
。

質　
疑

Ｑ

の
よ
う
な
基
準
で

金
額
設
定
を
行
っ

た
の
か
。

Ａ
　
受
益
者
負
担
見
直
し

方
針
に
の
っ
と
り
、
１

人
当
た
り
の
原
価
か
ら

負
担
割
合
を
考
慮
し
て

算
定
す
る
と
、
１
人
１

日
１
１
５
５
円
に
な
る

が
、
周
辺
自
治
体
な
ど

の
類
似
施
設
と
の
バ
ラ

ン
ス
を
考
慮
し
、
競
争

国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
改
正

都
市
公
園
条
例
の

一
部
改
正

教
育
委
員
会
委
員

一
般
質
問

一
般
質
問

主
な
議
案

平

ど

国民健康保険税条例
一部改正案を可決

ま
た
、
４
日
間
に
わ
た
る
一
般
質
問
で
は
、
17
人
の
議

員
が
活
発
な
論
戦
を
展
開
し
ま
し
た
。
最
終
日
に
は
、
議

員
提
出
議
案(

意
見
書)

１
件
、
委
員
会
提
出
議
案(

条

例
の
一
部
改
正)

１
件
が
提
案
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
可
決
を

し
ま
し
た
。

委
員
会
視
察
レ
ポ
ー
ト

姉
妹
都
市
訪
問
代
表
団

特
集
：
高
校
生
議
会

高
校
生
議
会
ア
ン
ケ
ー
ト

委
員
会
視
察
レ
ポ
ー
ト

特
集
：
高
校
生
議
会

花井　伸子 議員

国県の動向も定まらない。
条例改正は見直すべき

本条例改正の影響は、平均１万３千円と
のことだが、所得２００万４千円の夫婦２人
子ども１人、３人家族モデル世帯で、年間約
４万円の引き上げとなる。市は一般会計から
の法定外繰入金が戸田市財政を圧迫している
と言っているが、こうした原因を招いたのは
国庫負担の削減であり、住民３割の国保加入
世帯の命と暮らしを支えてきたのが市の法定
外繰り入れではないか。平成２８年度の滞納
世帯の約８割は所得２００万円以下の低所得
者世帯である。国保加入者の保険料は所得の
約１割を占めており、他の保険と比較しても、
保険料の所得に占める割合は最も高い。定年
退職すると、その多くは国民健康保険の被保
険者となる。本来、国保は社会保険であり、
国が責任を持って援助することは当然である。
高過ぎる国保税を抜本的に解決し、国民皆保
険制度を維持するためには、国庫負担を以前
の医療費総額の45％に戻すこと、また、埼
玉県へ財政的支援の強化を求めるとともに、
市は国保加入者の生活を壊すことなく、命と
健康を守るため十分な財政的支援を続けるこ
とが必要。市の法定外繰り入れは、平成３０
年度、約５億５千万円激減するとのことだが、
今でさえ高い国保税がさらに増え、一層滞納
者が増えることが懸念される。県内他自治体
は、県の条例制定を待ってという状況。今後
の国県の動向も定まらない中での本条例改正
は見直すべきである。

賛
成 討

論　
国
保
税
条
例
改
正

伊東　秀浩 議員

執行部の判断は妥当

国民健康保険制度の加入者は退職者や年
金受給者など低所得の方が多く、加入者数は
減少しているものの、高齢化や医療の高度化
により、１人当たりの医療費は伸びている。
こうした中、制度運営の安定化のため、

平成30年度から都道府県が財政運営の責任
主体となり、市町村との広域運営が開始され
る。
本市の国民健康保険においても、医療費

の伸びなどによる歳入不足に対し、多額の
「一般会計からの法定外繰り入れ」が行われ
ている。その結果、現行の保険税率は抑制さ
れてはいるものの、これまでの県の試算によ
る税率とは大きな差が生じており、広域化を
契機に制度見直しが必要な状況となっている。
「一般会計からの法定外繰り入れ」につ

いては、その原資に国保加入者以外の方から
の税金が含まれることなどから、税の公平性
の観点から問題がある。
本改正は、低所得者への配慮として、均

等割額よりも所得割額に比重を置く内容とな
っており、また、今議会への上程は、平成
30年４月以降の課税に対して、国保加入者
の方への十分な周知期間を考慮したものであ
る。
県との広域化を控えた今、本市の国保財

政の健全化を図り、国民健康保険税の税率改
正を行うという執行部の判断は、総合的に鑑
み、妥当であると考え、賛成討論とする。

反
対

12月
定例会
12月
定例会

平成29年

11月22日～
　　12月15日

力
を
発
揮
で
き
る
料
金

と
し
て
１
人
１
日
９
０

０
円
を
提
案
し
た
。

Ｑ

用
者
数
と
使
用
料

収
入
の
見
込
み
は
。

Ａ
　
年
間
利
用
者
数
、
約

２
万
６
千
人
、
年
間
使

用
料
収
入
を
２
３
４
０

万
円
と
見
込
ん
で
い
る
。

Ｑ

ャ
ワ
ー
室
と
更
衣

ロ
ッ
カ
ー
の
数
は
。

Ａ
　
シ
ャ
ワ
ー
室
は
男
女
、

各
２
台
、
更
衣
ロ
ッ
カ

ー
は
男
女
、
各
36
台
。

《
結
果
》
原
案
可
決

(

全
員
一
致
）

【
人
事
案
件
】

吉
田　

辰
行
氏(

再
任)

土
肥
美
奈
子
氏(

再
任)

《
結
果
》
い
ず
れ
も
同
意

(

全
員
一
致)

利シ
◀
荒
川
水
循
環
セ
ン
タ
ー

　

上
部
公
園
の
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
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一
般
質
問

※請願項目の①②③と、討論の①②③は対応しています。

一
般
質
問

議員は、毎年３月、６月、９月、12月に開く定例
市議会で、市政全般に対し質問をすることができま
す。これを「一般質問」といいます。
今定例会では、17人の議員が一般質問を行いまし

た。ここに掲げたのは、その質問・答弁の大要で、
質問者本人が執筆しております。
なお、一般質問の模様は、議会ホームページから

ご覧いただくことができます。

一般質問一般質問

議
員　

緊

急
事
態
の

有
事
、
中

で
も
弾
道

ミ
サ
イ
ル

発
射
に
伴
い
Ｊ
ア
ラ
ー
ト

が
鳴
っ
た
場
合
、
①
公
共

施
設
へ
の
一
時
避
難
は
で

き
る
か
②
小
中
学
校
は
ど

こ
の
教
室
、
廊
下
と
も
ガ

ラ
ス
に
囲
ま
れ
て
い
る
。

対
応
や
指
導
は
③
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
な
ど
学
校
利
用

団
体
は
、
窓
ガ
ラ
ス
を
割

り
、
校
舎
へ
避
難
で
き
る

か
。

危
機
管
理
監　
①
頑
丈
な

建
物
に
類
す
る
公
共
施
設

が
あ
る
場
合
、
状
況
に
よ

り
、
避
難
の
た
め
の
利
用

は
、
弾
道
ミ
サ
イ
ル
か
ら

身
を
守
る
有
効
な
手
段
と

考
え
ら
れ
る
。

教
育
部
長　
②
避
難
訓
練

を
実
施
、
計
画
し
て
い
る
。

そ
の
時
々
の
状
況
に
応
じ

て
適
切
な
判
断
を
行
え
る

よ
う
な
力
を
身
に
付
け
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
児

童
生
徒
に
そ
の
よ
う
な
力

を
育
成
し
て
い
く
。
避
難

訓
練
で
は
、
実
際
の
Ｊ
ア

ラ
ー
ト
音
を
聞
か
せ
、
カ

ー
テ
ン
を
閉
め
、
窓
か
ら

離
れ
、
教
室
の
中
央
に
集

ま
り
、
机
の
下
に
頭
を
入

れ
た
③
何
よ
り
も
大
切
な

の
は
、
人
の
命
。
有
事
の

際
は
、
学
校
開
放
利
用
団

体
の
判
断
に
よ
り
、
校
舎

が
安
全
と
判
断
し
た
場
合
、

校
舎
の
窓
を
割
っ
て
、
校

舎
に
避
難
し
て
構
わ
な
い
。

学
校
開
放
運
営
委
員
会
時

に
学
校
開
放
利
用
団
体
と

学
校
側
で
、
よ
く
協
議
す

る
よ
う
周
知
し
た
。

市
民
生
活
部
長　
③
学
校

開
放
利
用
団
体
と
学
校
側

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
重
要
。
各
学
校
開
放

運
営
委
員
会
の
中
で
決
め

て
ほ
し
い
。
全
登
録
団
体

に
周
知
し
、
安
心
し
て
利

用
で
き
る
よ
う
努
め
る
。

議
員　
市
全
体
、
市
内
全

校
の
避
難
訓
練
が
必
要
。

刃
物
を
通
さ
な
い
防
刃
布

の
活
用
な
ど
を
要
望
。
併

せ
て
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
利
用
時
の

備
え
も
進
め
て
ほ
し
い
。

▲Ｊ–アラート　
　※弾道ミサイル落下時の行動
　（出典：国民保護ポータルサイト）

窓
ガ
ラ
ス
を
割
り

　校
舎
へ
避
難
で
き
る
か

「
学
校
側
と
よ
く
協
議
す
る
よ
う
通
知
」

Jアラート対応

◇
地
域
防
災
力
の
向
上
と

災
害
に
強
い
防
災
拠
点
の

整
備
を
求
め
る
意
見
書

十
分
な
財
源
措
置
を
講

ず
る
こ
と
、
ま
た
、
被
災

者
支
援
シ
ス
テ
ム
の
全
自

治
体
へ
の
普
及
を
進
め
、

完
備
を
目
指
す
と
と
も
に
、

学
校
区
単
位
で
の
自
主
防

災
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
組

織
化
や
訓
練
の
実
施
等
、

地
域
防
災
力
の
向
上
を
図

る
こ
と
な
ど
４
点
を
強
く

求
め
る
。

委
員
会
視
察
レ
ポ
ー
ト

姉
妹
都
市
訪
問
代
表
団

特
集
：
高
校
生
議
会

高
校
生
議
会
ア
ン
ケ
ー
ト

委
員
会
視
察
レ
ポ
ー
ト

特
集
：
高
校
生
議
会

【
不
採
択
（
3
件
）】

(

賛
成 

４ 

対
反
対 

21)

▼
国
保
広
域
化
に
伴
う
国

保
税
の
大
幅
値
上
げ
に

反
対
す
る
請
願

※
３
件
は
提
出
者
が
違
う

だ
け
で
、
内
容
は
同
じ
も

の
で
す
。

【
請
願
項
目
】

①
今
後
も
現
行
の
法
定
外

繰
り
入
れ
を
堅
持
し
て
、

国
保
税
の
値
上
げ
を
や

め
る
こ
と
。

②
低
所
得
者
の
保
険
税
減

免
制
度
を
拡
充
す
る
こ

と
。

③
国
保
税
の
徴
収
は
、
生

活
と
営
業
の
再
建
を
最

優
先
し
、
保
険
証
の
取

り
上
げ
を
行
わ
な
い
こ

と
。

【
請
願
の
結
果
】

花井　伸子 議員

市民の生活最優先で
取り組むべき

①国保税条例の一部改正で述べたと
おり、賛同する②現在ある申請減免制
度が有効に活用されていないことも問
題。先進自治体においては独自の減免
制度を実施しているところ、また、子
どもへの均等割の減免制度など、制度
を拡充することは重要である③徴収の
在り方、短期保険証、資格証明書の発
行については、より細やかに、慎重に
行われるべきと考える。全国では、保
険証がなく、医療費10割を支払わなく
てはならないため、病院に行けずに重
篤になるケースが出ている。市民の生
活最優先で取り組むべき課題であり賛
同する。
以上、請願に賛成する。

討
論　

林　冬彦 議員

減免制度の拡充は困難

①戸田市の法定外繰り入れを一度に
削減することは国保加入者にとっても
負担が大きく、現実的ではない。当面、
法定外繰り入れを行いつつ、段階的に
国保税の見直しを図っていく方向性は
適切②今回の税率改正は、均等割額を
抑制して改正を行うことから、低所得
者に広く配慮している。減免制度を独
自に拡充することは、財源がなく、再
び法定外繰り入れの増加につながる可
能性があり、非常に困難③保険税の滞
納に至る背景は人それぞれだと思うが、
できる限り納税相談に結び付け、滞納
の背景を踏まえつつ納税方法を検討し
ていくことが重要と考える。
以上、請願に反対する。

賛
成

反
対

浅あ

そ

う生 

和か
ず
ひ
で英 

議
員

平成 29 年 12 月 15 日撮影

平
成
23
年
の
地
方
自
治

法
改
正
に
よ
り
、「
基
本
構

想
」
の
法
的
な
策
定
義
務

が
な
く
な
り
、「
基
本
構
想
」

の
策
定
や
、
議
会
の
議
決

を
要
す
る
か
は
、
各
自
治

体
の
裁
量
で
判
断
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
が
、
現

在
の
条
文
の
ま
ま
で
は
、

戸
田
市
総
合
振
興
計
画
の

「
基
本
構
想
」
の
策
定
等
に

関
し
て
、
議
決
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
状
況
と
な
っ

て
い
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
市
政

の
根
幹
を
な
す
、
戸
田
市

総
合
振
興
計
画
の「
基
本
構

想
」
に
議
会
の
意
思
を
反

映
さ
せ
る
た
め
、
戸
田
市

議
会
の
議
決
事
件
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
も
の
で
す
。

《
結
果
》
原
案
可
決

(
全
員
一
致
）

戸
田
市
議
会
の
議
決
事

件
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正

意
見
書(

議
員
提
出
議
案)

を
政
府
に
提
出

基
本
構
想
を

議
決
事
件
に
追
加
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教
育
部
長　
平
成
31
年
度

に
入
学
す
る
新
小
学
１
年

生
に
、
入
学
前
支
給
の
実

施
を
準
備
し
て
い
る
。

競
争
入
札
に
変
え
、
落
札

率
が
急
落
し
た
理
由
④
入

札
参
加
停
止
措
置
は
⑤
随

意
契
約
要
綱
の
公
開
を
。

財
務
部
長　
①
緊
急
の
必

要
が
あ
っ
た
②
Ａ
社
の
み

の
見
積
も
り
を
予
定
価
格

に
し
た
③
県
等
の
動
向
に

合
わ
せ
た
。
よ
り
競
争
原

理
が
働
い
た
④
４
カ
月
以

上
１
年
半
以
下
⑤
検
討
す

る
。

議
員　
市
長
は
Ａ
社
と
の

面
識
が
あ
る
か
。
資
金
提

ひとり親家庭に　　　　
家賃補助はできないか
「財政負担を伴うなど課題がある」

貧
困
対
策

契
約
者
数
を
伸
ば
す
た
め

　

  

利
用
料
の
引
き
下
げ
を

「
引
き
続
き
適
正
化
に
つ
い
て
検
討
す
る
」

駅自転車駐車場

議
員　

ひ

と
り
親
家

庭
の
貧
困

対
策
と
し

て
①
家
賃

補
助
は
で
き
な
い
か
②
学

習
支
援
事
業
を
東
部
地
域

に
増
や
し
て
は
。

こ
ど
も
青
少
年
部
長　
①

家
賃
補
助
は
国
、
県
の
補

助
事
業
で
は
な
く
、
財
政

負
担
が
伴
う
な
ど
課
題
が

あ
る
。
他
市
の
事
例
を
参

考
と
し
て
調
査
研
究
を
行

う
②
東
部
地
域
で
の
学
習

支
援
事
業
は
、
常
時
開
催

で
き
る
場
所
の
確
保
、
支

援
内
容
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
員
確
保

な
ど
の
課
題
が
あ
り
、
ニ

ー
ズ
の
把
握
に
努
め
、
検

討
す
る
。

議
員　
市
営
住
宅
を
増
や

せ
な
い
か
。

都
市
整
備
部
長　
財
政
上
、

困
難
。
既
存
を
有
効
活
用

す
る
。

議
員　
市
営
住
宅
に
代
わ

る
家
賃
の
助
成
制
度
を
検

討
す
る
べ
き
。

こ
ど
も
青
少
年
部
長　
世

帯
の
状
況
に
合
わ
せ
た
各

種
制
度
や
サ
ー
ビ
ス
の
周

知
、
利
用
を
案
内
す
る
等
、

総
合
的
支
援
に
取
り
組
む
。

議
員　
中
学
校
は
新
入
学

児
童
生
徒
学
用
品
費
の
入

学
前
支
給
が
可
能
と
な
っ

た
が
、
小
学
校
の
検
討
は
。

議
員　
駅

自
転
車
駐

車
場
の
契

約
者
数
は
、

利
用
料
値

上
げ
後
、
減
少
し
、
指
定

管
理
者
の
平
成
28
年
度
決

算
は
約
２
千
万
円
の
赤
字
。

原
因
は
、
利
用
料
の
値
上

げ
で
予
測
よ
り
契
約
者
が

減
っ
た
こ
と
が
収
入
減
に

な
っ
た
と
報
告
さ
れ
て
い

る
。
値
上
げ
が
契
約
者
数

の
減
少
の
原
因
な
ら
ば
、

契
約
者
数
を
増
や
す
た
め
、

利
用
料
の
引
き
下
げ
を
行

う
べ
き
。

市
民
生
活
部
長　
現
時
点

で
、
契
約
者
の
増
加
を
目

的
と
し
た
料
金
の
引
き
下

げ
は
考
え
て
い
な
い
。
利

用
者
の
推
移
や
指
定
管
理

者
の
運
営
状
況
、
近
隣
民

間
駐
車
場
と
の
バ
ラ
ン
ス

等
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
引

き
続
き
利
用
料
金
の
適
正

化
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

介護保険料は引き下げ
できるのではないか

高
齢
者
福
祉
「基金取り崩し上昇抑える努力する」

議
員　

平
成
29
年
10
月
、

上
尾
贈
収
賄
事
件
で
市
長

と
議
長
が
逮
捕
さ
れ
た
。

贈
賄
側
Ａ
社
は
戸
田
市
で

も
20
年
以

上
契
約
を

し
て
い
る

と
い
う
が
、

そ
の
詳
細

は
。

財
務
部
長　
Ａ
社
は
平
成

６
年
度
か
ら
約
20
年
間
、

介
護
老
人
保
健
施
設
の
管

理
を
年
約
４
千
万
円
で
、

27
年
度
か
ら
市
民
医
療
セ

ン
タ
ー
も
含
め
約
６
千
万

円
で
見
積
競
争
で
受
託（
随

意
契
約
、
落
札
率
１
０
０
％

等
）。
28
年
度
か
ら
一
般
競

争
入
札
へ
変
え
た
ら
、
他

社
が
３
年
間
約
８
千
万
円

で
落
札（
同
27
％
）。

議
員　
①
行
政
契
約
は
一

般
競
争
入
札
が
原
則
。
な

ぜ
随
意
契
約
か
②
落
札
率

１
０
０
％
の
理
由
③
一
般

議
員　

平

成
26
年
度

に
策
定
し

た
第
６
期

高
齢
者
福

祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業

計
画
で
は
、
敬
老
祝
金
支

給
事
業
、
在
宅
要
介
護
高

齢
者
介
護
支
援
金
の
大
幅

削
減
な
ど
高
齢
者
福
祉
サ

ー
ビ
ス
が
大
幅
削
減
さ
れ
、

介
護
保
険
料
は
基
準
額
が

５
万
３
２
０
０
円
か
ら
６

万
７
２
０
０
円
に
１
万
４

０
０
０
円
も
引
き
上
が
り
、

県
内
市
で
一
番
高
い
保
険

料
に
な
っ
た
。
平
成
28
年

度
決
算
で
は
、
介
護
保
険

給
付
費
準
備
基
金
に
１
億

４
８
０
０
万
円
を
積
み
立

て
、
２
億
１
千
万
円
繰
り

越
し
た
。

県
か
ら
借

り
た
財
政

安
定
化
基

金
償
還
金

１
億
８
千

万
円
は
、

３
年
で
６

千
万
円
ず

つ
完
納
し

て
お
り
、

議
員　

会
場
の
定
員
数
、

対
象
年
齢
の
引
き
上
げ
の

限
界
、
１
千
人
近
い
高
齢

者
の
移
動
時
の
安
全
性
の

確
保
な
ど
の
課
題
が
あ
り
、

敬
老
会
を
見
直
し
た
と
の

こ
と
だ
が
、
午
前
と
午
後

に
分
け
れ
ば
、
従
来
ど
お

り
の
敬
老
会
が
実
施
で
き

た
の
で
は
な
い
か
。

福
祉
部
長　
高
齢
者
の
状

況
、
考
え
方
も
多
様
化
し

て
い
る
。
多
く
の
高
齢
者

が
地
域
で
か
か
わ
り
を
深

め
る
よ
う
な
事
業
に
つ
な

市
長
は
贈
賄
側
A
社
と

面
識
や
資
金
提
供
は
あ
る
か

「
面
識
も
な
い
し
、資
金
提
供
も
な
い
」

上尾贈収賄事件

◀
中
学
校
入
学
の
準
備

▶
利
用
料
値
上
げ
後
、
契
約
者
が
減

少
し
て
い
る
駅
自
転
車
駐
車
場

▶
介
護
老
人
保
健
施
設

　

(

平
成
７
年
開
設)

介
護
保
険
料
は
引
き
下
げ

で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

福
祉
部
長　
現
在
、
算
定

作
業
を
進
め
て
お
り
、
具

体
的
金
額
の
算
定
に
は
至

っ
て
い
な
い
。
介
護
保
険

給
付
費
準
備
基
金
の
多
く

は
取
り
崩
し
、
介
護
保
険

料
の
上
昇
を
抑
え
る
努
力

を
す
る
。

議
員　
平
成
30
年
７
月
か

ら
平
成
32
年
３
月
ま
で
大

規
模
改
修
の
間
の
長
期
休

館
へ
の
対
応
は
。
①
可
能

な
場
所
で
の
開
館
を
②
休

館
中
の
自
動
車
文
庫
実
施

図
書
館
本
館
の

長
期
休
館
へ
の
対
応
は

一
般
質
問

一
般
質
問

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

Ｑ
図
書
館
の
長
期
閉
館

中
に
自
習
席
確
保
を
。

Ａ
他
部
署
に
働
き
か
け

て
検
討
す
る
。

Ｑ
中
学
校
部
活
動
で
の

指
導
の
実
態
と
教
職

員
多
忙
化
を
解
決
す

る
に
は
。

Ａ
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

し
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
作

成
に
生
か
す
。

Ｑ
戸
田
公
園
駅
ｔ
о
ｃ

о
バ
ス
停
留
所
上
屋

に
照
明
灯
の
設
置
を
。

Ａ
関
連
部
署
と
の
検
討
、

現
状
把
握
に
努
め
る
。

げ
て
い
っ
た
方
が
良
い
と

い
う
方
向
性
が
あ
っ
た
の

で
、
午
前
と
午
後
の
実
施

は
一
つ
の
案
と
し
て
あ
っ

た
が
、
具
体
的
な
検
討
に

は
入
ら
な
か
っ
た
。

供
は
あ
る
か
。
市
へ
の
働

き
か
け
は
あ
る
か
。
再
調

査
の
意
向
は
あ
る
か
。

市
長　
面
識
も
資
金
提
供

も
働
き
か
け
も
な
い
。
再

調
査
は
行
わ
な
い
。
戸
田

市
で
は
適
切
な
行
政
執
行

に
努
め
て
い
る
。

新
入
学
児
童
生
徒
学
用

品
費
の
入
学
前
支
給
を

午
前
と
午
後
に
分
け
て

敬
老
会
の
実
施
を

委
員
会
視
察
レ
ポ
ー
ト

姉
妹
都
市
訪
問
代
表
団

特
集
：
高
校
生
議
会

高
校
生
議
会
ア
ン
ケ
ー
ト

委
員
会
視
察
レ
ポ
ー
ト

特
集
：
高
校
生
議
会

本ほ

ん

だ田 

哲て
つ 

議
員

金こ

ん

の野 

桃も

も

こ子 

議
員

むとう 葉
よ う こ

子 議員花
は な い

井 伸
の ぶ こ

子 議員

          つぶやき

戸
田
市
は
大
丈
夫
？

▶
介
護
保
険
料
が
大
幅
に
上
が
っ
た

　

平
成
27
年
度
か
ら
29
年
度
の
第
６
期
計
画

を
。

教
育
部
長　
①
新
曽
福
祉

セ
ン
タ
ー
内
に
予
約
資
料

の
貸
し
出
し
、
返
却
等
が

で
き
る
配
本
所
を
検
討
②

自
動
車
文
庫
に
つ
い
て
は

諸
経
費
が
発
生
す
る
こ
と

か
ら
、
需
要
等
、
調
査
研

究
す
る
。

議
員　
学
習
ス
ペ
ー
ス
に

つ
い
て
、
他
の
公
共
施
設

と
調
整
し
、
引
き
続
き
利

用
で
き
る
よ
う
要
望
す
る
。 
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議
員　

笹

目
小
学
校

通
学
路
等

に
お
い
て
、

時
間
帯
通

行
禁
止
の
規
制
が
あ
る
ス

ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
を
通
行
す

る
車
の
対
策
は
。

市
民
生
活
部
長　
警
察
に

取
り
締
ま
り
を
要
望
す
る
。

学
校
関
係
者
や
町
会
か
ら

意
見
を
伺
い
路
面
標
示
や

看
板
設
置
な
ど
検
討
す
る
。

議
員　
見
守
り
活
動
に
携

わ
っ
て
い
る
方
が
意
見
や

要
望
等
言
え
る
仕
組
み
は
。

市
民
生
活
部
長　
防
犯
く

ら
し
交
通
課
で
も
相
談
は

ソフトボール場の
　　　　段差解消を

「平成30年２月末までに解消する」

グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク

議
員　

①

道
満
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル

場
は
、
河

川
敷
は
風

で
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
土
が
飛

ば
さ
れ
、
外
野
の
芝
と
内

野
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
段
差

が
あ
り
、
イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー

す
る
。
段
差
解
消
を
②
左

右
の
防
球
ネ
ッ
ト
の
補
修

と
、
隣
の
ボ
ー
ル
が
飛
び

込
む
の
で
か
さ
上
げ
を
。

環
境
経
済
部
長　
①
グ
ラ

ウ
ン
ド
段
差
部
分
の
芝
を

議
員　

終

電
延
長
の

要
望
継
続

と
終
電
後

の
バ
ス
等

代
替
交
通
は
。

市
民
生
活
部
長　
深
夜
バ

ス
の
運
行
状
況
は
、
１
つ

目
は
赤
羽
駅
午
前
０
時
55

分
、
１
時
10
分
発
の
戸
田

公
園
駅
行
き
バ
ス
。
２
つ

目
は
池
袋
駅
西
口
１
時
20

分
発
の
戸
田
方
面
行
き
バ

ス
が
あ
る
。
と
も
に
平
日

の
み
運
行
。
終
電
延
長
で

は
、
市
長
自
ら
Ｊ
Ｒ
東
日

本
大
宮
支
社
を
訪
れ
、
終

電
時
間
の
延
長
を
要
望
し

て
い
る
が
、
車
両
運
用
、

人
員
配
置
、
線
路

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
等

に
課
題
が
あ
る
。

今
後
も
粘
り
強
く

訴
え
、
さ
ま
ざ
ま

な
角
度
か
ら
ア
プ

ロ
ー
チ
に
努
め
て

い
く
。

劣
化
状
況
に
応
じ
、
空
調

機
の
入
れ
替
え
、
外
壁
補

修
工
事
を
行
っ
た
。
内
装

の
老
朽
化
が
目
立
つ
。

議
員　
外
壁
補
修
工
事
後
、

ま
だ
３
年
で
あ
る
。
１
日

平
均
28
人
の
宿
泊
者
が
あ

り
、
利
用
者
も
増
え
て
い

る
。
利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト

で
は
68
％
が
満
足
し
て
い

る
。
廃
止
す
る
こ
と
は
な

い
の
で
は
な
い
か
。
も
っ

と
幅
広
い
層
の
意
見
を
聞

い
て
、
納
得
の
い
く
結
果

を
出
す
べ
き
で
は
。

市
民
生
活
部
長　
ア
ン
ケ

ー
ト
の
実
施
を
考
え
、
市

民
の
声
を
聞
き
た
い
。

議
員　
障
害
者
対
応
の
部

屋
も
あ
り
、
65
歳
以
上
は

宿
泊
代
無
料
等
、
サ
ー
ビ

ス
が
充
実
し
、
家
族
で
楽

し
め
る
保
養
所
で
あ
る
。

存
続
を
希
望
す
る
。

議
員　
遺
骨
を
納
め
る
と

こ
ろ
が
な
く
困
っ
て
い
る

市
民
が
多
い
。
市
営
納
骨

堂
の
整
備
を
考
え
て
は
。

環
境
経
済
部
長　
宅
地
化

が
進
み
、
土
地
の
確
保
、

市
民
感
情
等
、
市
内
に
納

骨
堂
の
整
備
は
困
難
。
今

後
も
調
査
研
究
す
る
。

議
員　
市
内
寺
院
に
協
力

を
仰
ぎ
、
市
が
補
助
す
る

な
ど
し
て
、
近
隣
自
治
体

の
例
を
参
考
に
、
ぜ
ひ
と

も
検
討
願
い
た
い
。

議
員　
「
白

田
の
湯
」

は
、
戸
田

市
公
共
施

設
再
編
プ

ラ
ン
に
基
づ
き
、
廃
止
を

含
め
民
間
施
設
の
代
替
利

用
等
に
つ
い
て
検
討
さ
れ

て
い
る
。
市
民
か
ら
存
続

を
望
む
声
が
多
数
寄
せ
ら

れ
て
い
る
。
現
施
設
建
設

後
の
整
備
状
況
、
ま
た
、

現
在
の
建
物
の
現
状
は
。

市
民
生
活
部
長　
設
備
の

ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
を

　通
行
す
る
車
の
対
策
は

「
路
面
標
示
や
看
板
設
置
な
ど
検
討
す
る
」

交通対策

剥
が
し
、
平
ら
に
し
て
芝

を
張
り
直
し
、
平
成
30
年

２
月
末
ま
で
に
段
差
を
解

消
す
る
②
左
右
の
防
球
ネ

ッ
ト
は
修
繕
で
対
応
。
か

さ
上
げ
は
、
国
の
荒
川
上

流
河
川
事
務
所
が
許
可
し

な
い
の
で
、
交
渉
を
続
け

る
。

議
員　
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ

ー
第
一
競
技
場
の
冷
暖
房

費
が
１
時
間
７
４
０
０
円

幅広い意見を聞いて　
結果を出すべきでは

「アンケートで市民の声を聞きたい」

保
養
所
存
続

▲笹目小学校のスクールゾーン

▶
埼
京
線
（
赤
羽
駅
）

終
電
時
間
延
長
の

　
　
　
　

 

要
望
継
続
を

「
今
後
も
粘
り
強
く
、訴
え
て
い
く
」

埼京線

受
け
付
け
る
。

議
員　
路
面
標
示
の
塗
り

直
し
予
定
計
画
を
市
の
広

報
や
Ｈ
Ｐ
に
公
表
を
。

市
民
生
活
部
長　
工
事
着

手
予
定
が
あ
る
計
画
に
つ

い
て
は
周
知
を
検
討
す
る
。

議
員　
市
内
公
共
施
設
で

公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
サ
ー
ビ

ス
は
ど
う
な
る
の
か
。

総
務
部
長　
来
年
度
か
ら

複
数
の
公
共
施
設
に
ア
ク

セ
ス
ポ
イ
ン
ト
を
設
置
、

公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
利
用
が

で
き
る
よ
う
に
す
る
。
利

用
申
請
す
れ
ば
、
一
定
期

間
利
用
す
る
こ
と
が
可
能
。

議
員　
災
害
時
の
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
接
続
０

※

０
０
０

０
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
の
開
放
は
。

総
務
部
長　
開
放
に
よ
り
、

主
な
公
共
施
設
、
小
中
学

校
に
お
い
て
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
接
続
が
可
能
。

◀
彩
湖
・
道
満
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
の

　

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
場

◀[

白
田
の
湯]

全
景 一

般
質
問

一
般
質
問

市
営
納
骨
堂
の
整
備
を

路
面
標
示

塗
り
直
し
計
画
は

無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
サ
ー
ビ
ス

今
後
の
展
望
は

と
高
く
、
夏
や
冬
の
大
会

運
営
が
厳
し
い
。
見
直
し

は
で
き
な
い
か
。

市
民
生
活
部
長　
平
成
34

年
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ

ー
の
大
規
模
改
修
が
行
わ

れ
る
予
定
で
、
完
成
に
合

わ
せ
て
利
用
者
の
意
見
も

聴
き
、
全
体
の
使
用
料
と

併
せ
て
検
討
し
た
い
。

議
員　
①
住
民
基
本
台
帳

カ
ー
ド
が
廃
止
と
な
り
、

高
齢
者
や
免
許
証
等
を
持

っ
て
い
な
い
人
は
、
本
人

証
明
に
困
る
。
市
で
証
明

書
の
発
行
は
で
き
な
い
か

②
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
普
及
の
取
り
組
み
は
。

総
務
部
長　
①
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
は
証
明
書
と

し
て
利
用
で
き
、
年
金
や

税
の
手
続
き
等
に
も
使
用

で
き
る
。
市
独
自
に
は
行

わ
な
い
。

市
民
生
活
部
長　
②
市
の

出
先
機
関
で
の
申
請
イ
ベ

ン
ト
も
考
え
、
普
及
に
努

め
る
。

本
人
の
証
明
書
の発行

は

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の

冷
暖
房
費
の
見
直
し
を

委
員
会
視
察
レ
ポ
ー
ト

姉
妹
都
市
訪
問
代
表
団

特
集
：
高
校
生
議
会

高
校
生
議
会
ア
ン
ケ
ー
ト

委
員
会
視
察
レ
ポ
ー
ト

特
集
：
高
校
生
議
会

佐さ

と

う藤 

太た
か
の
ぶ信 

議
員

十そ

ご

う川 

拓た

く

や也 

議
員

高
た か は し

橋 秀
ひ で き

樹 議員

土
つ ち や

屋 英
え み こ

美子 議員

          つぶやき
児
童
が
安
心
し
て
通
学

で
き
る
環
境
づ
く
り
を
！

※00000ＪＡＰＡＮ……災害用の統一ネットワーク。パスワードなしでインターネットに接続することができる。戸田市は、
自治体として初めて「無線ＬＡＮビジネス推進連絡会」の会員となり、使用が承認された。

そ
の
他
の
質
問

Ｑ
笹
目
川
で
の
魚

の
大
量
死
に
つ

い
て
、
原
因
、

調
査
、
周
知
は
。

Ａ
原
因
は
、
低
酸
素
濃

度
に
よ
る
酸
欠
と
の

見
解
。
水
質
検
査
で

化
学
物
質
の
検
出
は

な
い
。
重
大
な
事
故

発
生
時
は
、
パ
ト
ロ

ー
ル
カ
ー
等
で
現
場

周
辺
の
周
知
に
努
め

る
。

Ｑ
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教

育
と
学
校
の
働
き
方

改
革
の
現
状
は
。

Ａ
平
成
32
年
度
か
ら
小

学
校
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
教
育
が
必
修
化
に

な
る
。
本
市
は
９
年

間
小
中
一
貫
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
作
成
を
進
め
て

お
り
、
32
年
度
本
格

実
施
を
開
始
。
働
き

方
改
革
で
は
、
積
極

的
に
負
担
軽
減
を
行

っ
て
い
る
。
具
体
的

に
は
、
業
務
電
子
化
、

校
務
支
援
シ
ス
テ
ム

導
入
、
学
校
閉
庁
日

設
定
等
、
人
的
・
環

境
的
両
面
で
負
担
軽

減
を
進
め
て
い
る
。
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議
員　
地
域
団
体
が
業
者

と
契
約
し
て
資
源
ご
み
を

回
収
す
る
集
団
回
収
は
、

経
費
削
減
が

見
込
ま
れ
、

県
内
56
市
町

村
を
は
じ
め

多
く
の
自
治

体
で
採
用
さ

れ
て
い
る
。

特
に
新
座
市

方
式
は
現
在

の
回
収
事
業

議
員　

こ

ど
も
医
療

費
の
支
給

年
齢
を
、

入
院
・
通

院
と
も
に
高
校
３
年
生
ま

で
拡
大
で
き
な
い
か
。

検
証
、
啓
発
や
見
回
り
等

効
果
的
な
手
段
を
検
討
。

議
員　
収
入
95
万
円
に
対

し
、
集
金
コ
ス
ト
１
３
６

万
円
と
高
額
。
戸
別
集
金

廃
止
等
、
検
討
で
き
な
い

か
。

環
境
経
済
部
長　
区
画
整

理
が
進
み
、
く
み
取
り
が

減
る
中
で
は
、
今
の
形
態

が
良
い
の
で
は
と
考
え
る
。

戸田市の魅力的な　　
観光資源は

「彩湖・道満グリーンパークは重要」

グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク

非
効
率
な
夜
間
監
視
事
業

　
　
　
　
　の
見
直
し
を

「
効
果
的
な
手
段
を
検
討
」

不法投棄事業

議
員　

戸

田
市
の
魅

力
的
な
観

光
資
源
は

何
か
。
特

に
彩
湖
・
道
満
グ
リ
ー
ン

パ
ー
ク
（
以
後
「
グ
リ
ー

ン
パ
ー
ク
」
と
略
）
は
重

要
だ
と
思
わ
れ
る
が
ど
う

か
。

環
境
経
済
部
長　
毎
年
40

万
人
以
上
が
観
覧
す
る
戸

田
橋
花
火
大
会
、
年
間
１

０
０
万
人
以
上
が
訪
れ
る

グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
、
戸
田

ボ
ー
ト
コ
ー
ス
等
が
あ
る
。

グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
に
つ
い

て
は
特
に
重
要
な
資
源
と

考
え
て
お
り
、
水
と
緑
の

公
社
と
連
携
を
と
り
な
が

ら
整
備
や
補
修
、
情
報
発

信
を
行
っ
て
い
く
。

議
員　
来
年
度
施
行
予
定

議
員　
３
人
体
制
や
夜
間

料
金
、
見
通
し
の
悪
さ
で
、

日
中
に
比
べ
約
１
・
８
倍

の
事
業
費
、

約
４
・
３

割
減
の
回

収
数
。
非

効
率
な
夜

間
監
視
事
業
見
直
し
を
。

環
境
経
済
部
長　
時
間
の

自転車条例
実効性ある啓発促進を
「警察や民間団体等と連携を密に」

交
通
安
全
対
策

議
員　

自

転
車
条
例

施
行
後
、

５
年
が
経

過
し
見
直

し
時
期
と
な
る
。
い
ま
だ

に
守
ら
れ
な
い
ル
ー
ル
・

マ
ナ
ー
。
実
効
性
あ
る
啓

発
促
進
と
保
険
加
入
の
義

務
化
周
知
・
徹
底
を
。

市
民
生
活
部
長　
警
察
や

民
間
団
体
等
と
連
携
を
密

に
し
、
引
き
続
き
街
頭
啓

発
の
強
化
、
交
通
安
全
教

育
の
充
実
、
道
路
安
全
対

高
校
3
年
生
ま
で

　
　
　無
料
化
の
拡
大
を

「
さ
ら
に
財
政
負
担
を
伴
う
、困
難
」

こども医療費

◀
旧
こ
ど
も
の
国
に
あ
っ
た
相
撲
場

の
同
法
に
、
戸
田
市
ら
し

い
対
応
を
行
う
た
め
に
戸

田
市
国
際
交
流
協
会
を
活

用
で
き
な
い
か
。

市
民
生
活
部
長　
こ
れ
ま

で
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
事
業
や

国
際
交
流
推
進
イ
ベ
ン
ト

の
実
績
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

今
後
の
協
力
に
つ
い
て
働

き
か
け
て
い
く
。

議
員　
２
０
２
０
年
を
念

頭
に
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
型

民
泊
に
つ
い
て
市
民
協
働

型
の
研
究
会
を
立
ち
上
げ

策
の
整
備
を
図
る
。
保
険

加
入
の
周
知
を
し
て
い
く
。

議
員　
喜
沢
小
学
校
の
サ

ッ
カ
ー
ゴ
ー
ル
ポ
ス
ト
が

老
朽
化
で
危
険
な
状
態
。

早
急
な
手
当
て
と
、
ト
イ

レ
の
洋
式
化
推
進
を
。

教
育
部
長　
児
童
が
安
全

に
使
用
で
き
る
よ
う
に
迅

速
に
対
応
す
る
。
現
在
ト

イ
レ
は
65
％
が
洋
式
化
。

設
備
改
修
に
併
せ
て
順
次

こ
ど
も
青
少
年
部
長　
年

齢
拡
大
は
、
さ
ら
な
る
財

政
負
担
を
伴
う
こ
と
か
ら
、

困
難
な
状
況
で
あ
る
。
今

後
、
県
内
の
動
向
を
注
視

し
て
い
く
。

議
員　
拡
大
し
た
場
合
の

対
象
者
数
と
費
用
負
担
は
。

こ
ど
も
青
少
年
部
長　
約

３
７
０
０
人
、
約
10
％
の

増
加
、
７
千
万
円
で
あ
る
。

議
員　
既
に
実
施
し
て
い

る
市
町
は
、
財
政
に
余
裕

が
あ
る
か
ら
で
は
な
い
。

子
育
て
支
援
策
の
一
環
と

し
て
実
施
し
て
い
る
。

本
市
も
、
高
校
３
年
生

ま
で
の
医
療
費
無
料
化
を

推
進
す
べ
き
と
要
望
す
る
。

議
員　
旧
こ
ど
も
の
国
の

相
撲
場
が
撤
去
さ
れ
て
か

ら
数
年
が
経
過
す
る
が
、

新
た
な
相
撲
場
を
整
備
す

る
考
え
は
あ
る
か
。

こ
ど
も
青
少
年
部
長　
こ

れ
ま
で
も
関
係
部
署
と
検

討
を
重
ね
て
き
た
が
、
今

後
も
、
引
き
続
き
適
切
な

市
有
地
等
の
活
用
な
ど
を

含
め
、
検
討
し
て
い
く
。

議
員　
行
政
で
あ
る
市
が

仲
立
ち
と
な
り
、
高
齢
者

の「
終
活
」
を
官
民
の
連
携

に
よ
っ
て
支
援
す
る
「
エ

※

ン
デ
ィ
ン
グ
プ
ラ
ン
・
サ

ポ
ー
ト
事
業
」
を
検
討
し

て
は
ど
う
か
。

福
祉
部
長　
先
進
事
例
の

「
終
活
支
援
事
業
」
の
取
り

組
み
は
、
画
期
的
な
も
の

で
あ
る
。
今
後
に
向
け
て

研
究
し
て
い
く
。

議
員　
足
立
区
の
徹
底
的

な
持
ち
去
り
対
策
や
杉
並

区
ふ

※

れ
あ
い
指
導
班
の
ご

み
出
し
適
正
化
の
よ
う
に
、

さ
ら
な
る
推
進
や
対
策
を
。

環
境
経
済
部
長　
今
年
度
、

持
ち
去
り
防
止
の
見
回
り

を
強
化
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
事
業
も

継
続
。
ご
み
出
し
が
特
に

悪
い
場
合
、
職
員
が
直
接

出
向
き
指
導
。
ご
み
集
積

所
の
適
正
管
理
に
努
め
る
。

一
般
質
問

一
般
質
問

◀
彩
湖
・
道
満
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
マ
ッ
プ

▶
ス

※

ケ
ア
ー
ド
・
ス
ト
レ
イ
ト
方
式
を

用
い
た
自
転
車
交
通
安
全
教
室

そ
の
他
の
質
問

Ｑ
東
京
五
輪
を
市
の
活

性
化
に
。

Ａ
契
機
と
捉
え
市
の
施

策
推
進
、
発
展
に
努

め
る
。

Ｑ
落
ち
葉
対
策
推
進
を
。

Ａ
透
か
し
選
定
等
、
負

担
軽
減
手
法
を
検
討
。

民
泊
新
法
に
向
け
た

市
の
対
応
は

委
員
会
視
察
レ
ポ
ー
ト

姉
妹
都
市
訪
問
代
表
団

特
集
：
高
校
生
議
会

高
校
生
議
会
ア
ン
ケ
ー
ト

委
員
会
視
察
レ
ポ
ー
ト

特
集
：
高
校
生
議
会

矢や

ざ

わ澤 

青は

る

か河 

議
員

手て

づ

か塚 

静し

ず

え枝 

議
員

林
はやし

 冬
ふ ゆ ひ こ

彦 議員三
み う ら

浦 芳
よ し か ず

一 議員
          つぶやき
水
と
緑
の
オ
ア
シ
ス

都
市
・
戸
田
市
に
着
目
！

て
は
ど
う
か
。

環
境
経
済
部
長　
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
型
民
泊
は
市
へ
の

来
訪
者
を
増
加
さ
せ
る
こ

と
に
加
え
、
人
と
人
と
の

交
流
を
生
み
出
す
も
の
と

考
え
て
い
る
。
県
や
他
市

の
状
況
を
踏
ま
え
な
が
ら
、

研
究
会
の
設
置
等
も
含
め

検
討
し
て
い
き
た
い
。

          つぶやき

ご
み
対
策
の
効
果
的
な

運
用
を
！

し
尿
料
金
徴
収
検
討
を

資
源
ご
み
の
管
理
は

資
源
ご
み
の集団

回
収
を

▶〔
上
〕不
法
投
棄
回
収
事
業
の
比
較　

〔
下
〕資
源
ご
み
の
行
政
回
収
と
集
団
回
収
の
比
較

を
保
て
、
町
会
の
負
担
も

少
な
い
。
ご
見
解
は
。

環
境
経
済
部
長　
費
用
等

の
問
題
が
あ
り
、
研
究
す

る
。

移
行
し
て
い
く
。

議
員　
相
対
的
貧
困
の
現

状
と
支
援
策
の
推
進
を
。

こ
ど
も
青
少
年
部
長　
29

年
10
月
現
在
、
児
童
扶
養

手
当
世
帯
８
２
５
、
生
活

保
護
の
う
ち
、
母
子
世
帯

１
１
２
、
就
学
援
助
世
帯

１
０
５
４
が
対
象
と
考
え

ら
れ
る
。
教
育
支
援
、
生

活
支
援
、
就
労
支
援
、
経

済
的
支
援
等
、
関
係
部
署

学
校
施
設
の安心

安
全
を

子
供
の
貧
困
対
策
を

と
連
携
し
施
策
を
推
進
し

て
い
く
。

新
た
な
相
撲
場
の整備

を

「
終
活
」支
援
の
実
施
を

※スケアード・ストレイト……交通事故をプロのスタントマンが再現した場面を目にすることで、交通ルールの遵守や自転車マ
ナーの向上を目指す交通安全教室。

※エンディングプラン・サポート事業……ひとり暮らしで身寄りがなく、収入・資産が一定額以下の高齢者を対象として、葬儀
や納骨などに関する心配事を、行政と業者等が連携して解決していく事業。

※ 民泊新法……住宅宿泊事業法。
※ふれあい指導班……ごみ出しの苦情があった現場へ向かい、違反ごみの郵便物等から排出者を特定し、ルールを守るようお願い

しに行く指導相談業務。

※
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一般質問

一
般
質
問

一
般
質
問

議
員　

マ

イ
ナ
ン
バ

ー
制
度
の

本
格
運
用

が
11
月
か

ら
い
よ
い
よ
ス
タ
ー
ト
し

た
。
カ
ー
ド
取
得
推
進
の

た
め
の
取
り
組
み
は
。

市
民
生
活
部
長　
10
月
に

「
取
得
推
進
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」
を
実
施
、
12
月
か
ら

市
民
課
前
に
証
明
書
自
動

交
付
サ
ー
ビ
ス
を
設
置
し

た
。
今
後
は
12
月
16
日
、

平
成
30
年
１
月
20
日
、
２

月
17
日
と
、
計
３
回
、
戸

田
公
園
駅
前
行
政
セ
ン
タ

ー
で
、
カ
ー
ド
取
得
の
た

め
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口

を
特
別
開
設
す
る
。

議
員　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が

進
め
ば
市
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
や
負
担
軽
減
が
期
待

で
き
る
。
市
民
が
便
利
に

な
る
サ
ー
ビ
ス
を
早
く
進

め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

総
務
部
長　
子
育
て
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
は
平

成
30
年
１
月
か
ら
、
保
育

所
関
連
に
つ
い
て
は
平
成

マイナンバー

市
民
が
便
利
に
な
る

サ
ー
ビ
ス
を
早
く
進
め
る
べ
き

「
積
極
的
に
検
討
を
進
め
て
い
く
」

▶
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
申
請
促
進
イ
ベ
ン
ト

　
（
イ
オ
ン
モ
ー
ル
北
戸
田
）

30
年
３
月
以
降
に
サ
ー
ビ

ス
を
開
始
の
予
定
。
費
用

対
効
果
が
見
込
ま
れ
る
サ

ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、
導
入

に
向
け
て
積
極
的
に
検
討

を
進
め
て
い
く
。

議
員　
「
戸
田
公
園
駅
西

口
緑
地
」
の
歩
道
に
段
差

の
あ
る
箇
所
が
あ
り
危
険

で
あ
る
。
歩
行
者
の
安
全

の
た
め
に
至
急
対
応
を
。

環
境
経
済
部
長　
樹
木
の

成
長
に
よ
る
根
上

が
り
が
原
因
と
確

認
し
た
。
歩
行
者

が
安
全
に
通
行
で

き
る
よ
う
修
繕
等

対
応
す
る
。

議
員　
根
上
が
り

が
原
因
の
危
険
箇

所
は
ま
だ
あ
る
。

市
内
全
体
の
歩
道

の
安
全
対
策
に
つ

い
て
も
検
討
し
、

全
力
を
尽
く
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

歩
道
の
安
全
対
策
を

委
員
会
視
察
レ
ポ
ー
ト

姉
妹
都
市
訪
問
代
表
団

特
集
：
高
校
生
議
会

高
校
生
議
会
ア
ン
ケ
ー
ト

委
員
会
視
察
レ
ポ
ー
ト

特
集
：
高
校
生
議
会

福
祉
部
長　
平
成
28
年
３

月
に
開
設
以
来
、
現
時
点

ま
で
利
用
状
況
は
な
い
。

議
員　
今
後
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
伺
う
。

福
祉
部
長　
本
事
業
が
本

格
的
に
利
用
さ
れ
る
ま
で

に
は
一
定
期
間
を
要
す
る
。

今
後
、
定
期
巡
回
サ
ー
ビ

ス
を
使
う
メ
リ
ッ
ト
や
好

事
例
を
分
析
し
効
果
的
な

サ
ー
ビ
ス
に
つ
な
が
る
よ

う
普
及
啓
発
を
進
め
る
。

議
員　
日
本
で
暮
ら
す
外

国
人
は
２
０
０
万
人
以
上

に
及
ぶ
。
日
本
の
病
院
内

で
は
日
本
語
を
話
せ
な
い

外
国
人
患
者
が
増
加
し
て

い
る
。
外
国
人
患
者
と
医

療
従
事
者
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
図
る
医
療
通

訳
士
が
必
要
で
は
な
い
か
。

市
民
医
療
セ
ン
タ
ー
事
務

長　
戸
田
市
国
際
交
流
協

会
や
関
係
部
署
と
連
携
し
、

民
間
の
医
療
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
活
用
も
含
め
検
討
し

て
い
く
。

議
員　

本

市
ニ
ー
ズ

調
査
に
よ

る
と
、
働

き
盛
り
の

30
代
・
40
代
・
50
代
が
介

護
者
全
体
の
約
半
数
を
占

め
、
６
割
を
超
え
る
人
が

「
仕
事
と
介
護
の
両
立
が

大
変
で
あ
る
」
と
感
じ
て

い
る
。
在
宅
介
護
を
支
え

る
24
時
間
対
応
型
訪
問
介

護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
状
況

を
伺
う
。

24時間対応型訪問介護
サービスの利用状況は
「現時点まで利用状況はない」

介
護
支
援

▲ 24時間対応の定期巡回・随時対応サービスのイメージ（出典：厚生労働省ホームページ）

外
国
人
患
者
に

医
療
通
訳
士
の
派
遣
を

随時対応
利用者からの通報により、
電話やICT機器等による応対・
訪問などの随時対応を行う

通報

定期巡回型訪問

定期巡回型訪問

訪問介護と訪問看護が一体
的又は密接に連携しながら、
定期巡回型訪問を行う

＜定期巡回・随時対応サービスのイメージ＞

オペレーター

議
員　

保

険
者
努
力

支
援
制
度

の
戸
田
市

の
前
倒
し

分
の
状
況
と
、
平
成
30
年

度
以
降
の
取
り
組
み
は
。

福
祉
部
長　
本
市
は
前
倒

し
分
と
し
て
、
平
成
28
年

度
に
合
計
１
６
９
５
万
円

の
交
付
を
受
け
て
い
る
。

今
後
は
、
点
数
の
上
積
み

に
余
地
が
あ
る
項
目
に
つ

い
て
は
さ
ら
な
る
対
応
を

研
究
し
、
被
保
険
者
の
健

康
増
進
お
よ
び
本
市
国
保

の
財
政
健
全
化
に
取
り
組

む
。

議
員　
「
生
活
習
慣
病
予

防
の
た
め
の
出
前
授
業
」

を
実
施
し
て
い
る
自
治
体

が
あ
る
。
戸
田
市
の
生
活

習
慣
病
予
防
教
育
の
考
え

は
。

教
育
部
長　
小
学
校
の
６

年
生
の
体
育
の
保
健
分
野

の
授
業
に
お
い
て
、
生
活

取り組み状況は
「誘致に向けた取り組みを進めていく」

東
京
五
輪

議
員　

開

幕
ま
で
千

日
を
切
っ

た
。
取
り

組
み
状
況

は
。

市
民
生
活
部
長　
キ
ャ
ン

プ
地
や
合
宿
の
誘
致
に
向

け
た
取
り
組
み
を
今
後
も

進
め
て
い
く
。
聖
火
リ
レ

ー
に
つ
い
て
は
、
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
ゆ
か
り
の
あ
る

戸
田
市
と
し
て
誘
致
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

戸
田
市
の
生
活
習
慣
病

　
　予
防
教
育
の
考
え
は

「
先
進
事
例
を
校
長
会
に
情
報
提
供
す
る
」

糖尿病重症化

議
員　
パ
ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク
や
パ
ラ
ス
ポ
ー

ツ
に
対
す
る
取
り
組

み
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
。

市
民
生
活
部
長　
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
特

化
し
た
取
り
組
み
と

し
て
ウ
ィ
ル
チ
ェ
ア

ー
ラ
グ
ビ
ー
フ
ェ
ス

タ
を
開
催
し
て
い
る
。

今
後
は
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
が
と
も
に
盛
り
上

が
り
を
見
せ
る
よ
う

取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
。

福
祉
部
長　
東
京
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
開
催
は
、
障
が

い
者
ス
ポ
ー
ツ
の
裾
野
を

広
げ
て
い
く
絶
好
の
機
会

で
も
あ
る
。
障
害
福
祉
分

野
に
お
い
て
も
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

議
員　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

育
成
は
。

市
民
生
活
部
長　
外
国
人

に
対
応
す
る
多
文
化
共
生

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
登
録
者

を
増
や
す
取
り
組
み
を
進

め
て
い
く
と
と
も
に
、
育

習
慣
病
と
は
ど
の
よ
う
な

病
気
で
あ
る
の
か
、
ど
う

し
た
ら
予
防
で
き
る
の
か
、

調
べ
学
習
を
行
い
、
望
ま

し
い
生
活
習
慣
を
身
に
付

け
る
こ
と
の
重
要
性
に
つ

い
て
学
習
。
市
独
自
の
取

り
組
み
と
し
て
、
小
学
校

４
年
生
の
希
望
者
が
小
児

生
活
習
慣
病
の
予
防
検
診

を
受
診
で
き
、
早
期
発
見

に
も
努
め
て
い
る
。
先
進

的
な
事
例
に
つ
い
て
は
校

長
会
に
情
報
提
供
す
る
。

議
員　
重
症
化

予
防
推
進
の
今

後
の
取
り
組
み

は
。

福
祉
部
長　
引

き
続
き
レ
セ
プ

ト
や
健
診
デ
ー

タ
か
ら
対
象
者

を
把
握
し
、
既

存
の
事
業
で
保

健
指
導
に
つ
な

げ
て
い
く
。
ま

た
、
実
施
数
が

な
か
な
か
増
え

な
い
課
題
も
あ

り
、
今
後
、
案

内
方
法
等
を
工

夫
す
る
。

◀
ウ
ィ
ル
チ
ェ
ア
ー
ラ
グ
ビ
ー
の

　

デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

石い
し
か
わ川 

清き
よ
あ
き明 

議
員

竹た
け
う
ち内 

正ま
さ
あ
き明 

議
員

山
や ま ざ き

崎 雅
ま さ と し

俊 議員 三
み わ

輪 なお子
こ

 議員

そ
の
他
の
質
問

Ｑ
消
防
に
お
け
る
１
１
９

番
通
報
時
の
多
言
語

対
応
は
。

Ａ
三
者
間
同
時
通
訳
サ

ー
ビ
ス
は
非
常
に
効

率
的
。
来
年
度
よ
り

導
入
す
る
。

成
に
努
め
て
い
き
た
い
。

福
祉
部
長　
パ
ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク
・
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
に

お
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
育

成
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

▶
保
健
の
授
業
風
景

そ
の
他
の
質
問

Ｑ
荒
川
河
川
敷
の
有
効

利
用
は
。

Ａ
利
用
の
少
な
い
公
園

は
活
用
拡
大
の
余
地

が
あ
る
。
情
報
発
信

等
を
工
夫
す
る
。
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冨
と が し

樫瞭
あ き え

詠さん 南稜高校（副議長役）
　最初は、３回もリハーサルが
あって、びっくりしたけど、３
回もある意味が納得できました。
議員の方たちも、とてもフレン

ドリーで、改めて、参加してよかったなと思い
ました。
　とりあえず副議長として、かまずに言えて良
かったです。( 笑 )
　翔陽の方たちも、男子の多さにびっくりしまし
たが、とてもフレンドリーでした。来年も、機会
があれば参加したいです。
　ありがとうございました。

小
お だ ぎ り

田桐紗
さ ら

良さん 南稜高校
　初めて参加させてもらって、最初はすごく不
安な気持ちでいっぱいでした。でも、実際やっ
てみると、議員の皆さんとも交流を持てて、こ
うやって議場で討論することができて、すごく
いい体験になりました。戸田翔陽の人たちとも
話せて、すごく楽しかったです。賛成討論で演
壇で話せて、大人になった気分でした。

一
般
質
問

一
般
質
問

　　高校生 議会を開催
11
月
18
日
に
、
戸
田
翔
陽
高
校
と
南
稜
高
校
の
生
徒
26
人
が
参
加
し
、
昨
年
に
続
き
、
戸
田
市
議
会
主
催
に
よ
る
２
回
目
の

「
高
校
生
議
会
」
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
４
人
の
生
徒
が
昨
年
に
続
い
て
参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
。

高
校
生
議
会
で
は
、
戸

※

田
市
議
会
定
例
会
と
全
く
同
じ
流
れ
で
架
空
の
議
案
を
審
議
し
、
４
常
任
委
員
会
に
分
か
れ
て
審
査

す
る
な
ど
、
議
員
の
仕
事
を
体
験
し
ま
し
た
。
市
長
・
部
長
等
の
執
行
部
役
は
、
戸
田
市
議
会
議
員
が
務
め
ま
し
た
。

ま
た
、
３
人
の
高
校
生
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

辻
つじ

口
ぐち

晃
こういち

一さん 戸田翔陽高校（議長役）
　自分は２年目の参加になり、議長という立場に就かせて
いただいたのですが、議員さんたちの見える姿も、席から
見える世界も全く違っていて、初めは不安だったけれど、
議員の皆さんが、とても優しくしてくださったこともあり、

何とか最後までやりきることが
できて、良かったです！！
　また、去年よりも「また参加
したい」という声が増えたよう
な気がして、自分もうれしかっ
たです。

弘
ひろなか

中美
み さ き

砂季さん 南稜高校
【問】少子高齢化が進む時代に、
介護・福祉施設等の雇用確保は
重要な課題である。中学生のと

きからボランティア活動を通じた社会体験を積
極的に行う必要があると思う。

【答】市内の中学校では、地域活動や校内活動
を通して、生徒がボランティア活動を体験して
いる。今後もボランティア活動の意義を認識す
る貴重な機会として継続していく。「彩の国ボラ
ンティア体験プログラム」は非常に有効なプロ
グラムと認識している。

河
か わ づ

津葵
ありゅう

颯さん 戸田翔陽高校
【問】カラス対策として、町会・
自治会と連携し、ごみの出し方や
分別方法を周知徹底できないか。

【答】都市部でカラスが増加したそもそもの原因
として、ごみ集積所に集められた生ごみをカラ
スが餌としていることが挙げられ、市としては、
ごみ集積所を適切に管理することが根本的な解
決につながると考えている。今後も、衛生自治
会と連携をとりながら、ごみの出し方やごみ集
積所の適切な管理を通して、カラスの増加の抑
制に努め、カラスによる被害の減少を図ってい
きたい。

三
さんぺい

瓶翔
しょうご

悟さん 戸田翔陽高校
【問】戸田市独自で、大学入学時
における給付型の奨学金制度を
実施できないか。

【答】本市においては、入学準備金貸付制度と
奨学資金貸付制度があり、いずれも貸与による
助成である。入学準備金貸付制度は成績要件を
設けていないことから、幅広い方にご利用いた
だける。これを給付型に改めるとなると、財源
確保の問題、対象者を今以上に限定するなどの
対応も必要になる。市としては、これまでどお
り貸与という形で制度を運用していきたい。

 一 般 質 問

※戸田市議会定例会の流れ……本会議開会⇒議案（説明⇒質疑⇒委員会付託）⇒一般質問⇒休憩⇒ ( ４常任委員会で議案審査 ) ⇒
本会議再開⇒議案 ( 委員長報告⇒討論⇒採決 ) ⇒閉会

委
員
会
視
察
レ
ポ
ー
ト

姉
妹
都
市
訪
問
代
表
団

特
集
：
高
校
生
議
会

高
校
生
議
会
ア
ン
ケ
ー
ト

委
員
会
視
察
レ
ポ
ー
ト

特
集
：
高
校
生
議
会神

こ う べ
戸雄

ゆうすけ
介さん 戸田翔陽高校

　初めてこのような体験をでき
て、とてもうれしく思いました。
今まであまり身近には感じたこ
とがなかった議員の方々や議会
のことを、今回の体験を通じて、
遠い存在の話ではないというこ
とを感じることができました。
きょう感じた気持ちや知ること
ができた知識を、これからの生
活に生かし、有権者になったと
き、しっかりと投票できるよう
にしたいです。とても貴重な時
間をありがとうございました。

幼児教育義務化条例を審査

健康福祉
委員会

　　 感想キーワード
①議員が優しく接してくれた。
　フレンドリー…………………１３人

②貴重な経験……………………１７人

③また参加したい…………………９人
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一
般
質
問

一
般
質
問

委
員
会
視
察
レ
ポ
ー
ト

姉
妹
都
市
訪
問
代
表
団

特
集
：
高
校
生
議
会

高
校
生
議
会
ア
ン
ケ
ー
ト

委
員
会
視
察
レ
ポ
ー
ト

特
集
：
高
校
生
議
会

■会派結成・会派名変更
11月 22日付で遠藤英樹議員が「平成会」を脱会
し、会派「みんなでまちづくり」を結成、また、12
月１日付で「戸田未来の会」が「みらいの会」に会
派名を変更しました。
12月１日現在の会派構成は下記のとおりです。

平成会  ５人、みらいの会  ５人、公明党  ５人、
戸田の会  ５人、日本共産党戸田市議団  ４人、
無所属  １人、みんなでまちづくり  1人

■議席の変更
12月１日付で下記議員の議席が変更となりました。

遠藤英樹議員（１６番　⇒　５番）　
林　冬彦議員（　５番　⇒　６番）
峯岸義雄議員（   ６番　⇒１５番）　 
斎藤直子議員（１５番　⇒１６番）

議
員
研
修
会
を
開
催

平
成
29
年
10
月
16
日
、
災
害
対
策
研
究
会
代

表
の
宮
本
英
治
氏
を
お
招
き
し
て
、「
～
首
都
直

下
地
震
に
備
え
る
～
地
域
防
災
力
の
向
上
に
向

け
て
」
と
題
し
て
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

全
議
員
が
参
加
し
、
首
都
直
下
地
震
を
想
定

し
た
上
で
の
、
家
庭
の
防
災
、
地
震
の
基
礎
知
識
、

戸
田
市
の
被
害
と
地
域
防
災
な
ど
に
つ
い
て
学

び
ま
し
た
。

過
去
の
大
規
模
地
震
な
ど
の
教
訓
か
ら
、
地

域
の
実
践
的
防
災
対
策
と
し
て
、
予
防
対
策
や

備
え
を
重
視
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
改
め
て
認

識
す
る
な
ど
、
地
域
防
災
力
の
強
化
に
向
け
て
、

大
変
有
意
義
な
研
修
会
と
な
り
ま
し
た
。

お知らせ

高校生議会　アンケート集計結果
○ 参 加 者 数 ２６人　　○ アンケート回 答 数 ２４人

1.高校生議会に参加した印象	

4.議会についての印象は変わったか。

2.高校生議会の内容で印象に残ったもの
(複数回答可）	            

3.模擬議会を体験して、議会の
仕組みや役割についての理解
は変わったか。

▲州政府教育省との意見交換

▲市庁舎玄関で多くの職員の出迎えを受ける訪問代表団

公
共
施
設
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

に
つ
い
て
、
議
会
懇
談
会
を
開
催

去
る
10
月
25
日
、
30
日

に
、
市
内
在
住
外
国
人
、

戸
田
市
心
身
し
ょ
う
が
い

児
・
者
を
守
る
親
の
会
、

戸
田
市
身
体
障
害
者
福
祉

会
と
、
議
会
懇
談
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

テ
ー
マ
は
、「
公
共
施

設
に
お
け
る
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
デ
ザ
イ
ン
の
現
状
」
で

す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か

ら
、
公
共
施
設
を
利
用
す

る
際
に
感
じ
て
い
る
不
便

な
点
や
改
善
し
て
も
ら
い

た
い
点
な
ど
、
率
直
な
意

見
を
伺
い
ま
し
た
。

委
員
会
と
し
て
、
こ
れ

ま
で
も
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ

ザ
イ
ン
を
調
査
研
究
し
て

い
ま
し
た
が
、
懇
談
会
で

は
、
委
員
会
が
想
定
し
て

い
な
い
よ
う
な
意
見
が
多

く
出
さ
れ
、
認
識
を
改
め

る
有
意
義
な
懇
談
会
と
な

り
ま
し
た
。

総
務
委
員
会
懇
談
会
レ
ポ
ー
ト

中
学
生
海
外
交
流
派
遣
事
業
の
再
開
を

【
ク
レ
ア
お
よ
び
ニ
ュ
ー
・

サ
ウ
ス
・
ウ
ェ
ー
ル
ズ
州

政
府
教
育
省
を
訪
問
】

今
回
の
訪
問
目
的
の
一

つ
で
あ
る
両
市
中
学
生
海

外
交
流
派
遣
事
業
の
再
開

に
向
け
て
の
情
報
収
集
を

行
う
た
め
、
一
般
財
団
法

人　

自
治
体
国
際
化
協
会

（
ク
レ
ア
）
シ
ド
ニ
ー
事

務
所
を
訪
問
し
、
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
の
経
済
、
政
治

シ
ス
テ
ム
、
教
育
、
子
供

の
保
護
等
の
レ
ク
チ
ャ
ー

を
受
け
ま
し
た
。

次
に
ニ
ュ
ー
・
サ
ウ
ス
・

ウ
ェ
ー
ル
ズ
州
政
府
教
育

省
を
訪
問
し
、
州
の
教
育

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
説

明
を
受
け
、
意
見
交
換
を

行
い
ま
し
た
。
特
に
中
学

生
海
外
交
流
派
遣
事
業
で

は
、
交
流
の
再
開
は
、
大

変
重
要
な
課
題
の
一
つ
で

あ
る
と
の
考
え
に
、「
全

く
同
感
で
あ
る
。
日
本
か

ら
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
へ
の

訪
問
は
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー

が
用
意
さ
れ
て
お
り
、
協

力
さ
せ
て
い
た
だ
く
」
と

の
回
答
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

【
リ
バ
プ
ー
ル
市
と
の
意

見
交
換
会
等
】

リ
バ
プ
ー
ル
市
で
は
、

姉
妹
都
市
提
携
25
周
年
を

祝
う
歓
迎
夕
食
会
に
参
加

し
、
ま
た
、
リ
バ
プ
ー
ル

市
議
会
議
員
と
の
意
見
交

換
会
を
行
い
ま
し
た
。

意
見
交
換
会
で
は
リ
バ

プ
ー
ル
市
か
ら
、「
リ
バ

プ
ー
ル
市
の
学
校
か
ら
日

本
に
交
換
留
学
生
を
出
す

こ
と
を
、
リ
バ
プ
ー
ル
市

戸田市議会姉妹都市訪問代表団
戸田市議会では、平成２９年１０月１８日から２２日まで、オー
ストラリア・シドニー市および姉妹都市のリバプール市を２人
の議員（馬場栄一郎議長と斎藤直子議員）と随行職員が訪問し、
友好・親善を深めてきました。この内容は、１１月２２日の本会
議で報告がありました。

議
会
は
支
持
す
る
。
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
が
、
州
教
育
省

の
規
制
（
チ

※

ル
ド
レ
ン
チ

ェ
ッ
ク
）
で
実
現
が
厳
し

い
な
ら
ば
、
日
本
の
生
徒

と
リ
バ
プ
ー
ル
の
生
徒
が
、

寮
（
ド
ミ
ト
リ
ー
）
の
よ

う
な
施
設
で
一
緒
に
寝
泊

ま
り
し
、
学
校
に
通
う
と

い
う
交
流
を
図
る
こ
と
が

で
き
な
い
か
調
整
願
い
た

い
」
と
の
要
望
が
あ
り
ま

し
た
。

そ
の
ほ
か
リ
バ
プ
ー
ル

市
側
か
ら
は
、
市
の
中
堅

職
員—

—

具
体
的
に
は
、

計
画
、
技
術
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
の
担
当
職
員
の
相

互
派
遣
と
い
う
、
さ
ら
な

る
交
流
の
提
案
が
あ
り
ま

し
た
。

【
帰
国
後
、
他
の
組
織
と

の
意
見
交
換
会
】

帰
国
後
、
市
の
協
働
推

進
課
、
教
育
委
員
会
、
国

際
交
流
協
会
と
意
見
交
換

会
を
行
い
、
情
報
共
有
を

図
り
ま
し
た
。

※
チ
ル
ド
レ
ン
チ
ェ
ッ
ク
…
…
犯

罪
歴
が
な
い
な
ど
、
子
供
に
対
し

て
安
全
な
大
人
で
あ
る
証
明

C
ity

 of Liverpool                  M

essage
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小
郡
市
は
、
平
成
22
年

に
制
定
し
た
議
会
基
本
条

例
の
実
効
性
を
確
保
す
る

た
め
、
毎
年
度
末
、
議
会

基
本
条
例
検
証
シ
ー
ト
を

各
会
派
に
配
付
し
て
課
題

の
洗
い
出
し
を
行
い
、
そ

の
結
果
を
全
議
員
で
共
有

す
る
こ
と
で
次
年
度
の
取

り
組
み
に
つ
な
げ
、
課
題

解
決
に
努
め
て
い
ま
し
た
。

中
津
市
は
、
議
会
と
市

民
と
の
約
束
事
の
実
践
項

目
と
し
て
、
中
津
市
議
会

改
革
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
を
策

定
し
、
市
民
と
の
意
見
交

換
会
等
を
行
っ
て
い
る
ほ

か
、
議
員
有
志
に
よ
る
政

策
研
究
会
を
設
置
し
、
市

の
課
題
を
積
極
的
に
調
査

研
究
し
て
い
ま
し
た
。
現

在
、
地
域
振
興
政
策
研
究

会
な
ど
、
４
つ
の
政
策
研

　

町
田
市
は
、
地
域
の
高

齢
者
の
自
主
グ
ル
ー
プ
が
、

認
知
症
予
防
の
取
り
組
み

で
あ
る
こ
と
を
理
解
し
た

上
で
、
記
憶
、
思
考
力
な

ど
の
知
的
機
能
を
積
極
的

に
使
う
活
動
を
習
慣
化
し
、

継
続
し
て
取
り
組
む
こ
と

で
、
認
知
症
発
症
の
遅
延

と
予
防
に
つ
な
げ
る
「
認

知
症
予
防
教
室
」
を
実
施

し
て
い
ま
し
た
。

【
検
証
の
結
果
】

脳
機
能
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

松
原
市
は
、
犯
罪
の
な

い
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
ま
ち
づ
く
り
の
実
現

を
目
指
し
、
町
会
等
が
設

置
す
る
防
犯
カ
メ
ラ
の
設

置
費
用
の
一
部
と
運
用
に

伴
う
電
気
料
金
総
額
の
補

助
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
市
が
主
体
と
な
っ

て
、
市
内
主
要
幹
線
道
路

の
交
差
点
に
防
犯
カ
メ
ラ

を
設
置
し
て
い
ま
し
た
。

　

小
牧
市
は
、
事
業
者
が

商
業
施
設
や
貸
駐
車
場
等

に
設
置
す
る
防
犯
カ
メ
ラ

市
民
の
意
見
を
反
映
し
た
施
設
改
修

議
会
基
本
条
例
の
検
証
を毎

年
実
施

参
加
者
が
認
知
症
発
症
の
遅
延
化
・

予
防
を
意
識
し
た
教
室
を
開
催

防
犯
カ
メ
ラ
設
置
費
用
の
一
部
と

電
気
料
金
総
額
を
補
助

長
岡
市
は
、
屋
根
付
き

広
場
や
市
民
交
流
ス
ペ
ー

ス
、
市
役
所
な
ど
が
入
る

複
合
施
設
「
ア
オ
ー
レ
長

岡
」
を
整
備
し
て
お
り
、

市
役
所
で
は
、
総
合
窓
口

と
し
て
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ

ー
ビ
ス
を
実
施
し
た
り
、

市
役
所
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ

(

市
役
所
業
務
の
案
内
役)

を
配
置
す
る
な
ど
の
工
夫

を
し
て
い
ま
し
た
。

新
潟
市
で
は
、ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
デ
ザ
イ
ン
推
進
指
針

を
は
じ
め
、
多
く
の
ル
ー

ル
を
設
け
て
、
市
全
体
で

究
会
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

【
検
証
の
結
果
】

本
市
に
お
い
て
も
、
議

会
基
本
条
例
の
検
証
の
必

要
性
を
実
感
し
た
ほ
か
、

市
の
課
題
を
調
査
研
究
し
、

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
政

策
研
究
会
の
仕
組
み
は
有

効
と
感
じ
ま
し
た
。

や
認
知
機
能
の
変
化
を
把

握
す
る
珍
し
い
取
り
組
み

で
あ
り
、
興
味
深
く
、
参

考
に
な
り
ま
し
た
。

の
購
入
費
用
の
一
部
補
助

と
、
自
治
会
が
道
路
等
の

公
共
空
間
を
撮
影
す
る
こ

と
を
目
的
に
設
置
す
る
防

犯
カ
メ
ラ
の
購
入
や
設
置

に
か
か
る
費
用
の
一
部
補

助
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

【
検
証
の
結
果
】

松
原
市
の
電
気
料
金
総

額
の
補
助
も
行
っ
て
い
る

点
を
本
市
で
も
参
考
と
す

べ
き
で
は
な
い
か
と
感
じ
、

小
牧
市
へ
の
視
察
を
通
じ

て
は
、
本
市
で
も
車
上
狙

い
が
多
い
状
況
な
の
で
、

事
業
者
が
駐
車
場
等
に
設

置
す
る
防
犯
カ
メ
ラ
へ
の

補
助
も
有
効
な
事
業
で
は

な
い
か
と
感
じ
ま
し
た
。

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ

イ
ン
の
普
及
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
そ

の
一
環
と
し
て
、
市

民
や
専
門
家
を
交
え

て
協
議
を
行
い
、
市

役
所
本
庁
舎
の
ト
イ

レ
や
サ
イ
ン
表
示
を

改
修
し
て
い
ま
し
た
。

【
検
証
の
結
果
】

長
岡
市
は
、
総
合

窓
口
な
ど
市
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
を
図
っ

て
い
る
点
が
参
考
に

な
り
、
新
潟
市
は
、

◀
11
月
１
日　

中
津
市
役
所
に
て

総
務
委
員
会新潟

県
長
岡
市
／
新
潟
県
新
潟
市

◀
10
月
26
日　

ア
オ
ー
レ
長
岡
に
て

議
会
運
営
委
員
会

福
岡
県
小
郡
市
／
大
分
県
中
津
市

品
川
区
の
日
野
学
園
は
、

校
舎
と
総
合
体
育
館
が
一

体
と
な
っ
た
複
合
施
設
の

中
に
あ
る
温
水
プ
ー
ル
を
、

学
校
教
育
で
使
用
し
な
い

時
間
帯
に
一
般
開
放
し
て

い
ま
し
た
。
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
ー
が
し
っ
か
り
し
て
お

り
、
一
般
開
放
し
て
い
て

も
児
童
生
徒
が
安
心
し
て

温
水
プ
ー
ル
を
利
用
で
き

る
環
境
で
し
た
。

【
検
証
の
結
果
】

今
後
、
学
校
の
建
て
替

学
校
の
温
水
プ
ー
ル
を地

域
に
開
放▲ 10月 27 日　品川区立日野学園にて

▲ 10月 19 日　町田市役所議場にて

え
の
際
は
、
地
域
の
こ
と

を
考
え
た
複
合
施
設
を
検

討
す
べ
き
で
あ
る
と
感
じ

ま
し
た
。

文
教
・
建
設
委
員
会

健
康
福
祉
委
員
会

市
民
生
活
委
員
会

東
京
都
品
川
区 大

阪
府
松
原
市
／
愛
知
県
小
牧
市

委
員
会
視
察
レ
ポ
ー
ト

閉
会
中
に
実
施
し
た
視
察
に
つ
い
て
、

11
月
22
日
の
本
会
議
冒
頭
に
各
委
員
長

か
ら
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

▶
10
月
12
日　

松
原
市
役
所
議
場
に
て

　

あ
け
ま
し
て

　 

お
め
で
と
う

　
　
　
ご
ざ
い
ま
す

　
　
平
成
三
十
年
　
　
正
月

戸
田
市
議
会
　
議
員
一
同

委
員
会
視
察
レ
ポ
ー
ト

一
般
質
問

一
般
質
問

高
校
生
議
会
ア
ン
ケ
ー
ト

姉
妹
都
市
訪
問
代
表
団

委
員
会
視
察
レ
ポ
ー
ト

特
集
：
高
校
生
議
会

特
集
：
高
校
生
議
会

今
後
の
紙
面
づ
く
り
に
生
か
す
た
め
、
皆
様
か
ら
の

ご
意
見
・
ご
要
望
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

※
宛
先
は
、
20
ペ
ー
ジ
の
欄
外
に
記
載
し
て
あ
り
ま
す
。

東
京
都
町
田
市

施
設
改
修
に
つ
い
て
、
市

民
を
交
え
て
検
討
す
る
こ

と
が
有
効
と
感
じ
ま
し
た
。

「
議
会
だ
よ
り
」へ
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
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（
掲
載
し
た
写
真
を
差
し
上
げ
ま
す
。
詳
し
く
は
議
会
事
務
局
ま
で
）

本
紙
は
環
境
に
配
慮
し
、
再
生
紙
と
「
大
豆
油
イ
ン
キ
」
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

20

田
マ
ラ
ソ
ン
２

０
１
７
に
挑
戦

し
ま
し
た
。
彩
湖
の
素

晴
ら
し
い
景
色
の
中
、

何
と
か
５
キ
ロ
を
完

走
！
一
方
で
運
動
不
足
が
露
呈
…
…
。
身
体

が
思
い
の
ほ
か
重
い
。（
泣
）
種
目
３
キ
ロ
が

あ
っ
た
ら
良
い
な
と
思
い
ま
し
た
。（
笑
）
今

年
も
頑
張
り
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　

(

浅)  

０
１
８
年
が
ス
タ
ー
ト
し
、
も
う
節

分
の
時
期
。
鬼
は
外
、
福
は
内
と
、

毘
沙
門
天
の
お
告
げ
に
よ
っ
て
大
豆
を
鬼
の

目
に
投
げ
た
と
こ
ろ
、
鬼
を
退
治
で
き
た
と

い
う
一
般
的
な
昔
話
が
あ
る
。豆
は「
魔
滅（
ま

め
）」
に
通
じ
、
無
病
息
災
を
祈
る
意
味
が
あ

る
よ
う
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

(

細)  

員
と
し
て
５
年
。
初
議
会
か
ら
毎
回

一
般
質
問
に
登
壇
し
、
節
目
の
20
回

目
。
12
月
定
例
会
も
無
事
に
終
了
し
、
家
族

か
ら
「
手
作
り
ケ
ー
キ
」
の
ご
褒
美
が
。
今

日
ま
で
頑
張
っ
て
こ
ら
れ
た
の
も
、
皆
様
の

励
ま
し
と
家
族
の
支
え
が
あ
っ
て
こ
そ
、
と

感
謝
。
さ
ら
に
お
応
え
す
る
た
め
に
、
２
０

１
８
年
は
飛
躍
の
一
年
と
し
て
ま
い
り
ま
す
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(

竹)  

た
な
一
年
の
始
ま
り
で
す
。
皆
様
、
今

年
の
目
標
は
決
ま
っ
て
い
ま
す
か
？

私
は
１
カ
月
に
１
冊
以
上
の
読
書
、
フ
ル
マ

ラ
ソ
ン
に
挑
戦
で
き
る
だ
け
の
体
力
を
つ
け

て
い
き
た
い
で
す
。
挫
折
し
な
い
よ
う
奮
励

努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。　
　
　
　
　

(

佐)  

年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
年
越
し
か
ら
上
戸
田
氷
川
神
社
で

の
お
手
伝
い
で
し
た
。
今
年
も
多
く
の
方
が

初
詣
お
参
り
に
い
ら
し
て
お
り
ま
し
た
。
今

年
も
皆
様
に
と
っ
て
、
ど
う
か
良
い
お
年
で

あ
り
ま
す
よ
う
に
。　
　
　
　
　
　
　

(

Ｓ)  

　気持ちを込めて、力強く、伸びやかに書
きました。「とだ」の２文字のバランスを
意識して、特に「と」の１画目の筆の入れ
方や、筆の穂先の動きや流れを考えながら、
気持ちを集中させました。

美女木小学校　６年　小
こ す け が わ

助川　未
み ら い

来 さん

発行・戸田市議会　編集・議会広報委員会
TEL ・048-441-1800（代）FAX・048-433-2212

表紙写真撮影：議会事務局

戸田市

議新新 ２

題字を書いてくれた人

戸

議 会 日 誌

10
月

11
月

12
月

３月定例会 (繰り上げ )の予定
※ 日程は変更になる場合があります。

気軽に市役所へ傍聴においでください。

２月　１日 ( 木 )　本会議 ( 開会、議会運営委員会委員の選任、
各種委員の選任 )

　　　２日 ( 金 )　本会議 ( 各種選挙 )
　　　６日 ( 火 )　本会議 ( 施政方針、議案説明 )
　　　７日 ( 水 )　本会議 ( 議案説明 )
　　１６日 ( 金 )　本会議 ( 総括質問 )
　　１９日 ( 月 )　本会議 ( 質疑、請願の提出、委員会付託 )
　　２０日 ( 火 )
　　２１日 ( 水 )　
　　２２日 ( 木 )
　　２３日 ( 金 )
　　２６日 ( 月 )
　　２７日 ( 火 )　
　　２８日 ( 水 )
３月　１日 ( 木 )
　　　２日 ( 金 )　委員会 ( 特別委員会 )
　　１２日 ( 月 )　本会議 ( 委員長報告、討論・採決、閉会 )

本会議 ( 一般質問）

委員会 ( 常任委員会 )

　３日～４日　一区議長会行政視察
　４日　広島県東広島市議会視察来庁
　６日　蕨戸田衛生センター組合議会視察
１０日　戸田競艇企業団議会／千葉県木更津市議会視察来庁／

議会改革特別委員会
１１日　議会広報委員会／愛知県扶桑町議会視察来庁／
　　　　全員協議会／宮崎県宮崎市議会視察来庁
１２日　県南都市問題協議会危機管理問題研究部会正副部会長会議
１２日～１３日　市民生活委員会視察
１６日　文教・建設委員会／議員研修会／議会改革特別委員会
１７日　愛知県江南市議会視察来庁
１８日　議会広報委員会／兵庫県西宮市議会視察来庁
１８日～２２日　戸田市議会姉妹都市 (オーストラリア・リバプール市）

訪問代表団派遣
１９日　健康福祉委員会視察
２３日　大阪府松原市議会視察来庁
２４日　福岡県大牟田市議会視察来庁
２５日　懇談会 ( 総務委員会 ) ／総務委員会／健康福祉委員会
２６日　福井県越前市議会視察来庁
２６日～２７日　総務委員会視察
２７日　市民生活委員会／文教・建設委員会視察
３０日　懇談会 ( 総務委員会 ) ／総務委員会
３１日～１１月１日　議会運営委員会視察

　１日　福岡県久留米市議会視察来庁／長崎県大村市議会視察来庁
　２日　戸田競艇企業団議会周辺対策特別委員会視察／

県南都市問題協議会都市計画・交通問題研究部会
正副部会長会議

　６日　戸田競艇企業団議会常任委員会
　７日　議会改革特別委員会／大阪府門真市議会視察来庁
　９日　岩手県盛岡市議会視察来庁
　９日～１０日　全国都市問題会議
１０日　県南都市問題協議会環境問題研究部会正副部会長会議
１４日　議会運営委員会／常任委員会（総務／文教・建設／

健康福祉／市民生活）
１７日　蕨戸田衛生センター組合議会議会運営委員会／
　　　　戸田競艇企業団議会議会運営委員会
１８日　高校生議会
２０日　蕨戸田衛生センター組合議会／奈良県橿原市議会視察来庁
２１日　県南都市問題協議会危機管理問題研究部会視察
２２日　本会議（議案説明）／議会運営委員会
２４日　草加市議会視察来庁／戸田競艇企業団議会
３０日　本会議（議案質疑）／議会運営委員会／議会広報委員会

　１日　本会議（一般質問）
　４日　本会議（一般質問）／議会運営委員会
　５日　本会議（一般質問）
　６日　本会議（一般質問）／議会運営委員会
　７日　常任委員会（総務／文教・建設／健康福祉／市民生活）
　８日　特別委員会（交通対策／議会改革）／議会運営委員会
１５日　本会議（委員長報告、討論、採決）／議会広報委員会

〒 335-8588　戸田市上戸田 1 丁目 18 番 1 号
メール  gikaijimu@city.toda.saitama.jp
ホームページ　http://www2.city.toda.saitama.jp/gikai/

★前号の訂正★
№１９８の１０ページ、細田議員の緊急輸送道路の質問
に対する答弁者は、「都市整備部長」は誤りで、正しくは「危
機管理監」でした。訂正し、お詫び申し上げます。


